
間

繰

襲

警

ム

ム

ど

は

、

県

が

古

勃

俗

資

一

側
主
ミ
融
快
挙
証
仲
川
化
推
進
白
た
め
抱
月
に
ま
た
播
輔
、
一
一
…
月
移
儀
、

附

醐

r士
宮
有
能
な
墾
護
者
を
喜
子
る
が
牟
中
毒
+

間
外
加
、
《
4

遊
び
規
定
に
従
っ
て
認
定
す
種
カ
ボ
チ
ャ
の
台
本
L
キユ内

側
繍
晴
行
一
る
も
の
で
、
四
十
六
霊
隠
す
る
が
、
六
年
前
か
ら
喜

州
開
閉
一
…
則
+
宮
、
空
む
年
度
三
一
一
十
宮
)
悪
用
し
て
い
る
。
バ
〆

J

W

問
問
認
定
広
一
七
名
が
認
定
さ
れ
て
い
也
。
と
ゐ
ど
白
旅
行
で
ヂ
一
ン
プ
{
少
の
帯
ュ
内

側
農
情
恵
一
平
域
支
給
路
さ
ん
は
じ
D
E
t
Z
5
5
@
ピ
ム
l
y
y臨

い
ま
童
話
「
平
塚
駅
ピ
ル
」
が
が
初
め
て
で
、
震
で
は
号
し
菱
電
近
寄
の
悶
辺
諸
都
市
完
語
と
室
定
期
を
た
い
も
白
を
え
ま
す
舗
を
に
出
屈
す
る
事
築
地
川
県
事
伊
一
め
、
蓄
基
さ
ん
合
色
持
続
が
訪
れ
た
が
、
五
五
一
年
に
滋
っ
た
寸

去
に
持
管
手
。
資
と
妻
を
、
長
か
ら
/
£
各
地
入
草
討
の
め
さ
ま
い
ぽ
語
、
し
だ
釈
ピ
住
宅
一
貫
地
上
回
階
、
か
ら
の
甲
主
露
目
白
書
の
な
か
か
糊
;
i
j
j
a
関
村
民
横
山
惨
さ
ん

2
ヘ
ク
R
l
ん
の
大
差
努
主
張
り
筆

県
下
で
は
横
浜
心
的
豊
に
つ
及
李
主
と
し
て
い
ま
す
。
い
に
平
審
議
蓄
を
せ
ま
て
吉
ま
一
部
五
重
で
で
、
守
改
札
口
は
一
一
一
喜
ば
れ
た
も
自
で
、
豊
平
塚
か
ら
側
引
需
品
一
一
一
誤
認
定
宮
、
そ
れ
ぞ
れ
て
霊
八
名
パ
ー
ト
白
男
女
王
宮

い
玄
関
つ
め
で
ず
か
、
皇
国
有
鉄
道
そ
れ
は
告
で
お
き
平
塚
駅
ピ
一
ル
濯
し
た
。
そ
こ
で
平
塚
書
記
た
の
が
婚
に
官
、
駅
ピ
ル
入
品
か
ら
詰
も
一
一
高
裂
が
躍
す
き
と
に
な
側
の
分
野
で
重
じ
て
い
る
。
い
て
い
た
。
葉
安
要
一
年
一
等
一

法
一
興
行
会
一
改
号
、
震
が
閣
議
関
設
は
、
平
塚
市
に
と
っ
五
い
間
露
人
口
集
中
の
警
管
い
「
駅
」
宍
十
一
一
一
宮
階
段
と
エ
ス
カ
レ
i
占
ー
が
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
仁
し
で
も
ζ
の
側
霊
堂
土
の
任
務
は
、
持
童
家
主
月
か
争
五
ま
道
一

i
一
朗
自
選
議

塁
走
暴
投
資
す
る
、
つ
ま
品
案
交
し
た
。
「
民
摂
駅
」
と
て
、
外
来
の
顧
客
在
需
で
き
量
す
@
ま
き
の
一
一
一
階
は
自
叡
ピ
ル
が
魅
力
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
Y
グ
街
側
五
壁
車
交
れ
、
撃
す
る
ほ
か
、
基

eτ
一
一
事
り
あ
る
種
な

yhみ
雪

量
繋
に
よ
る
整
会
喜
は
平
塚
襲
、
震
を
続
け
た
妻
都
市
平
読
を
φ
う
と
い
う
、
容
量
設
計
由
適
時
と
な
え
い
ま
季
語
審
と
昔
、
外
著
書
害
、
毒
白
州
内
外
白
霊
語
調
査
と
一
室
、
農
業
震
な
キ
ユ
号
、
校
最
も
E
苓
欧
需
品

顕
だ
1

岩
手
。
脇
の
地
主
し
お
用
で
き
な
か
っ
た
童
話
一
空
と
な
っ
て
も
ら
い
た

T霊
長
室
長
、
地
域
農
協
へ

2
5事

2
母
子

し
か
し
ζ

出
計
画
は
、
震
と
い
う
選
五
記
長
喜
へ
の
汚
が
向
白
い
も
む
で
す
。
山
川
の
抑
制
般
的
奉
加
な
と
古
代
農
業
の
一
重
と
じ
ん

p
uニ
e
五
へ
Z
i
義
綾
田
臓
器
禁

禁
輸
送
議
案
誌
と
白
関
連
で
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
一
議
分
に
は
旅
行
主
制
て
議
Z
畿
の
五
五
っ
て
い
る
。
ζ
ん
を
、
一
千
平
万
メ
ー
ト
ル
主
主
護

ー
ま
で
警
は
ば
ん
で
い
た
む
で
す
母
体
障
害
、
と
一
五
人
P
Z
!
や
み
ど
り
む
君
、
繋
産
品
ど
の
装
も
そ
の
一
っ
て
き
ん
は
一
万
メ
ー
ト
ル
程
度
皇
室
言
浜

が
、
暴
言
、
国
語
警
告
改
の
保
襲
撃
と
し
て
…
広
告
す
止
め
響
、
市
議
長
主
義
所
な
ど
側
伝
記
率
的
函
と
し
て
三
十
日
習
会
D
や
っ
て
い
る
。
護
霊
緊
張
、
盟

主
晶
君
、
と
〈
長
選
の
充
実
化
点
主
フ
ー
コ
ロ
y
夕
、
宮
蓄
、
が
市
点
滅
さ
れ
ま
す
。
市
役
所
駅
ピ
ル
連
側
か
ら
一
一
十
事
季
、
農
業
先
進
国
デ
ン
マ
物
、
花
、
語
、
肉
品
質
支
量
室

主
代
化
喜
曹
に
撃
事
が
詰
盲
人
安
売
機
一
お
よ
缶
百
人
用
改
札
口
警
は
街
霊
長
野
革
、
注
豪
州
1
夕
、
喜
一
ジ
ダ
を
は
じ
め
ぺ
ん
て
英
裕
社
民
家
で
一
毒
工
か
採
鉱
さ
れ
て
い
る
な

さ
れ
た
と
三
、
き
の
評
議
室
主
ホ
}
会
議
室
一
7
1
ブ
ロ
y
の
与
し
安
打
な
ど
の
ば
か
単
の
紫
側
仏
、
襲
、
ス
イ
ス
等
を
巡
っ
て
き
た
@
み
ん
な
の

2
2働
い
て
い
る
a
霊
前

か
か
ら
、
た
ま
た
ま
平
塚
の
童
書
名
努
数
か
れ
、
ζ
れ
が
と
盲
人
の
た
出
し
き
義
喜
な
い
ま
す
の
て
側
世
燥
さ
ん
は
主
選
憲
一
一
一
代
弓
五
卒
誤
寄
託
誌
が
私
有
だ
主

要
事
レ
た
た
め
、
抽
出
量
都
市
め
に
白
雪
曹
を
す
る
な
E
、
特
別
害
物
や
通
勤
舗
道
宮
市
言
語
榔
人
兄
嫁
(
雪
一
、
女
一
)
童
謡
。
地
支
の
撃
事
長
与
は
だ
れ
で
も
綾
愛

に
先
が
け
て
晃
一
寄
れ
る
と
と
に
な
っ
な
記
事
し
島
返
し
で
あ
り
季
語
烈
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
制
金
手
口
戦
時
中
o
a
-
-
g
e
l
e
g
i
-
-
i
s
i
z
-
-
E
K
る
a
オ之

た

免

官

す

。

と

に

か

え

エ

ス

5

1

占

1

童

青

器

揮

き

と

水

聖

7

1

マ

に

し

て

側

室

室

長

…

vdに
ふ

さ

ナ

議

〆

…

5犠
。
警

i一
議

室

暴

力

室

長

室

j
i宣言
2
2了、

i
…
ア
援
強
ん

3
2

君
、
懸
案
如
実
現
さ
れ
た
わ
け
で
す
ま
利
用
す
る
苦
言
は
室
長
安
全
第
五
配
慮
し
て
す
べ
て
が
護
州
事
芸
書
マ
~
:
議
議
露
払

2喜
一

事

叫

が
、
芸
警
告
、
首
都
間
商
業
白
書
υ
ょ

う

。

去

、

各

地

か

ら

護

れ

た

車

両

院

が

制

む

バ

ラ

ッ

ク

で

勉

“

機

ペ

閣

議

長

変

わ

る

の

雪

崩

守

昌
代
に
誕
生
す
る
乙
と
に
な
り
ま
ま
た

4
5
2
2約
一
襲
っ
た
去
最
主
で
す

0
5州
強

、

号

室

“

一

:

グ

¥[Jれて
い
る

4

2語
都
市
に

Zな
い
こ
の
万
平
謀
長
、
衣
料
品

2料
品

容

は

も

ち

士

、

市

民

も

芸

も

品

芸

大

量

挙

二

三

襲

、

…

J
J伊
に
販
の
去
へ

容

量

A
夜
明
記
壊
と
し
て
号
室
区
、
霊
室
長
百
十
震
が
出
問
を
利
用
で
Z
C
と
高
符
し
て
吾
川
一
部
に
入
学
、
寄
宿
舎
一
ヤ
ー
ド
i
d
p
b
主
主
m
v
f
h
3
J審
委

平
塚
皇
室
発
揮
し
、
あ
す
の
繁
栄
し
た
シ
ヨ
シ
ピ
ジ
グ
セ
ン
β
!
と
な
D
完
成
喜
ち
た
い
と
一
患
い
ま
す
@
酬
と
一
般
撃
は
他
の
γ
z
:
今

e
j
i
f
-
-
e

・
じ
せ
し
突
い
る
1

白
川
学
お
と
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
の
で
事
〈
白
秀
才
か
ら
み
る
と
、
突
に

2
りh
v
ま
し
い
P

一
品
設
腕
か
ら
一
影
響
星
伐
命
形
成
空
豆
ノ

4
3
2

羅
協
側
ス
に
な
っ
た
と
い
う
。
一
一
不
一
年
春
卒
業
、
混
童
誌
の
問
主
主
暴
諺

制
農
薬
学
校
の
蓄
に
な
る
つ
も
恒
だ
っ
長
毒
ブ
ー
ム
停
を
で
関
委
長
ん
で
h

制
川
書
の
た
め
家
業
率
宮
、
ピ
一
丁
金
箆
が
、
警
の
審
開
会
を
は
か
ら
な
い
闇

e
f
側
を
始
め
た
。
最
高
学
府
を
出
な
が
ら
一
家
に
く
暴
露
雪
せ
る
ζ
と
は
立
を
h

劫
三
側
主
る
と
は
開
票
と
思
留
に
ま
れ
、
有
罪
だ
げ
は
震
の
砦
〈
告
で
)
還

で
り
力
る
川
川
名
種
苗
会
社
の
嘱
託
と
な
っ
た
。
他
好
者
説
決
鍾
予
が
ん
ば
っ
て
い
〈
と
い
う
。

ト
は
口
柑
酬
し
会
社
交
は
輸
出
用
ト
マ
ト
の
栽
培
研
語
学
生
馬
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
恋

一
端
伸
ル
印
刷
打
ち
こ
ん
だ
。
で
市
パ
ス
ケ
タ
ト
ポ
ー
ル
協
会
創
立
審
剖

レ

童

話

怒

力
一
量
一
駅
州
塁
、
伊
桜
さ
ん
む
ビ
ニ
ー
ル
温
室
事
者
。
若
者
町
役
諮
問
事
会
C

右
口
、
い
室

ヌ
自
礎
代
制
マ
ヒ
キ
ュ
ロ
旦
税
約
一
一
手
平
方
メ
!
ト
土
谷
の
時
前
悼
ん
土
を
受
き
受
げ
て
章
河

口
ヱ
ぷ
探
近

i

殺
は
結
耐
の
側
ん
、
鉄
骨
、
フ
ィ
ル
ム
、
ピ
ニ
1
ん
由
一
一
重
在
一
著
書
館
中
。
暴
露
態

汚
晴
江
拭
川
州
主
告
。
換
気
用
関
税
は
す
べ
て
自
動
式
、
部
事
、
間
湘
南
地
民
会
長
の
ほ
か
、
出

艇
部
開
融
制
選
議
長
と
棄
に
よ
る
白
書
襲
。
議
協
長
部
会
専
門
室
、
大
喜

3

h
端
、
J

M

附
(
か
ん
)
ホ
も
自
劃
式
。
そ
の
や
め
方
は
、
会
長
、
市
慰
安
協
会
?
で
莱
車
内
番
組

も
が
即
い
酬
ト
マ
ト
八
月
一
一
百
襲
、
九
万
二
十
二
日
定
年
富
義
理
由
理
事
、
大
雪
実

務
は
人
診
川
櫨
、
十
二
月
七
百
初
出
話
、
六
月
い
っ
ぱ
い
長
な
ど
つ
と
め
て
い
る
。
潟
市
y
，R
傘

3
階

盲

t

i

は

3
。
筑
間
収
穫
。
童
護
軍
六
段
で
干
の
を
止
め
て
セ
ブ
ン
ス
占
i
一
日
一
竜
一
一

却
の
昂
上
山
川
結
興
さ
せ
w
G
が
、
伊
藤
幸
ん
は
四
メ
l
ト
ん
銭
は
稀
殺
と
黍
(
E
E
と
一
一
第
一
@

札

こ

な

地

i

慌
た
と
の
酬
に
岬
管
、
長
い
率
重
せ
ん
を
7
1
プ
一
一
一
石
C

ι

川
ま
淑
晴
馴
で
前
D
十
右
段
ま
で
結
掠
さ
せ
る
。
六
メ
1
1〉

u
v
b
聞
一
一
側
ト
ル
一
一
十
段
ま
で
結
実
吉
一
ぜ
る
ζ
と
が
で
き

山
山
れ
時
h
g
m
削
る
と
M
む
つ
一
。
キ
ュ
ク
D
も
同
じ
方
詐
で
八
月

縦
一
一
?
?
日
犠
説
明
、
九
月
二
十
白
定
媛
、
十
声
一
一

喜平
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護
憲
政
諜
は
、
四
十
七
年
賢
官
九
万
来
日

ま
で
の
前
錦
予
算
白
う
と
き
と
、
昭
和
四
十
六
笠
液
決

算
を
内
容
と
す
る
密
十
九
留
め
白
財
政
状
況
ぞ
奈
表
し

た
e
今
溺
お
お
も
な
財
政
白
う
む
き
は
、
①
病
院
会
計

笠
除
い
た
市
の
予
算
混
昌
司
は
、
九
月
末
で
一
昨
日
九
十
四
億

九
千
九
円
口
万
円
と
な
っ
た
e

②
一
般
会
奈
白
収
み
簡
で

は
自
主
財
源
は
七
八

-m呼
、
支
出
は
鐘
設
事
業
裂
な

ど
白
投
資
的
総
費
に
凶
一
ム
ハ
掃
を
一
向
己
た
。
③
一
般

会
計
前
織
の
総
時
収
支
は
、
収
γ
八
車
開
問
八
，
五
時
、
支

出
車
問
0
・
八
時
で
あ
っ
た
@
③
閥
均
一
十
六
単
度
渓
算
は

混
合
、
議
品
開
会
中
も
継
続
帯
議
中
だ
が
一

0
0停

を
こ
え
る
収
大
異
議
室
舟
げ
一
般
合
計
由
実
援
呪
安
で

は
二
一
億
一
一
一
千
万
円
を
府
間
十
い
百
年
度
に
撮
り
越
じ
た
@

⑤
沼
土

82度
の
一
般
会
安
最
終
決
算
は
収
入
源
八
十

三
億
一
一
千
万
円
三
支
出
も
九
八
e

五
F
M白
高
い
劫
戸
口

璃
甘
い
あ
っ
た
。

2 



平
塚
市
教
育
塾
針
金
千
加
眠
、
平
新
治
九
一
一
一
O
電
幻
'
一
r
O六

摂
陸
上
町
引
い
m

訳
出
会
1
引
の
鍔
五
回

O
)

月
例
少
年
マ
一
一
J
Yン
大
企
は
、
市
な
お
、
襟
準
記
録
小
学
生
8
分

内
在
住
町
小
学
五
年
症
か
b
中
学
一
一
一
十
秒
、
中
学
設
立
分
0
0秒
以

一
一
一
年
住
ま
で
の
期
中
T
児
童
桐
生
徒
上
し
を
祭
酔
レ
、
月
例
マ
ク
ジ
ン
大

に
よ
っ
て
次
に
よ
り
間
警
官
れ
る
会
-
回
以
ト
一
審
お
し
た
者
が
一
一
一
月

マ
ラ
ソ
ン

ー
同
月
終
日
μ

、

マ
h
冨
7
1月
明
曲
目
(
包
」
午
前
実
施
す
る
寅
三
回
少
年
マ
一
フ
y
ン

却
時
ス
h
F
l
ト
翁
文
中
&
大
会
へ
の
出
議
議
を
慶
一
縛
す
る
。

玄
出
場
お
由
閉
謡
館
公
開
制
盆
)
次
開
削
白
第
六
閏
月
例
少

マ
申
L
込
V
申
告

1
R
m百
(
木
〉
年
マ
ラ
ツ
ン
大
舎
は
ご
月
一
一
十
五

午
後
玄
陣
ま
で
匂
見
附
台
拡
曹
日
空
予
定
し
て
い
る
@

館
内
市
教
萎
悼
背
繰
へ
れ
平
裁

の
統
(
の
ろ
)
う
人
を
か
た
ど
っ
た
い
な
争
時
す
』
と
あ
る
に
よ
る
)

%

わ

ら

λ
形
を
稀
木
に
釘
戸
〈
ぎ
)
で
×

x

首

耳

打

ち

つ

け

る

。

k
g
E縞
綴
町
呂
に
わ
寄
与
一
一
十
四
、
五
歳
の
独

市
民
の
み
な
事
ん
、
あ
け
芋
レ
て
と
む
た
と
え
)
牛
に
唾
A

〈
)
わ
れ
る
ハ
一
都
〈
・
韓
。
盟
・
斉
・
燕
畳
一
強
め
③
干
に
そ
由
人
が
死
ぬ
と
い
主
恥
説
V

身
む
こ
ろ
宇
田
和
歌
的
稿
古
(
け
い

お
め
で
と
う
と
昔
、
い
ま
す
二
会
も
牛
の
龍
円
か
な
)
抜
け
(
観
援
な
わ
さ
れ
る
ζ
と
〉
に
波
読
を
し
、
六
同
家
権
札
合
わ
せ
お
正
月
単
一
々
、
ま
こ
と
に
融
制
起
で
ら
を
は
じ
め
た
が

J
ヂ
整
基

よ
お
し
〈
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
c

も
の
に
は
盤
挫
な
ζ
と
は
で
き
な
い
晴
嵐
(
く
ら
ぬ
ふ
)
か
ら
ん
刊
を
引
て
西
方
の
棄
に
対
抗
し
4
フ
と
は
か
ち
な
い
穏
に
な
っ

τき
た
の
で
、
韓
両
と
つ
け
よ
フ
か
と
考
え
て
い
た
と

と
と
じ
の
干
支
(
え
と
)
は
接
近
と
と
)
苦
出
す
(
行
動
の
違
婦
な
と
と
)
っ
た
。
融
課
は
六
憶
を
説
揮
す
る
に
起
な
お
し
に
一
つ
み
主
加
え
た
い
。
き
で
あ
る
。

(
ミ
ズ
ノ
ト
内
て
ど
で
、
十
一
一
支
の
牛
に
も
馬
に
訟
指
ま
れ
ず
(
持
事
牛
は
水
守
弘
ん
玄
乳
と
し
組
(
へ
あ
た
hu
、
「
む
し
ろ
鶏
口
と
な
る
も
牛
に
ひ
か
れ
て
善
光
寺
ま
い
D
(

た
ま
た
ま
あ
る
人
か
ら
「
牛
を
一
追

第
二
番
目
白
牛
の
年
で
あ
る
。
わ
た
「
局
長
し
で
一
人
前
に
な
る
こ
と
)
ぴ
)
は
水
を
飲
ん
で
寄
と
す
(
同
じ
牛
後
と
な
る
な
か
れ
」
つ
ま
台
大
国
信
仰
心
の
な
い
も
白
が
他
の
奇
い
カ
う
」
訴
を
き
か
告
れ
た
。

ぐ
し
白
川
容
も
ん
咋
に

γの
あ
る
辺
パ
り
は
耕
(
い
な
な
)
主
コ
滋
己
と
て
ち
人
に
よ
り
一
千
り
効
渠
が
見
一
の
し
り
に
つ
い
て
い
く
よ
D
は
、
小
に
よ
勺

rむ
抑
心
に
は
い
る
ζ
と
。
モ
の
一
誌
と
い
う
の
は
、
百
校
が
牛

牛
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
と
し
め
(
は
)
え
(
撃
の
さ
か
ざ
ま
な
に
な
る
こ
と
)

4

一
塁
襲
議
議
を
一
引
い
て
舗
の
た
も
と
に
さ
し
か
か

Z
E松
山

中

訴

え

て

、

主

主

霊

平

田

よ

う

に

堂

、

*

も

緩

翠

議

鱗

欝

鱗

滑

っ

た

と

三

、

ど

Eた
わ
け
か
念

宮

や

か

に

あ

ゆ

み

は

ず

れ

ど

牛

車

に

乗

り

か

え

る

缶

詰

密

告

に

食

べ

る

乙

と

で

ぶ

党

総

議

議

鱗

灘

欝

以

に

長

老

ど

ま

只

は

で

は

し

ゃ

な

に

と

九

ぐ

ち

か

ら

つ

よ

さ

を

去

の

よ

い

方

に

か

え

る

こ

と

)

の

喜

多

い

こ

し

を

い

う

)

警

護

欝

警

は

が

き

ん

で

量

っ

た

。

い

く

鼻

お

も

は

す

ぎ

レ

牛

は

牛

づ

れ

馬

付

属

片

J

れ
(
同
類

ElT議
室

一

選

べ

ば

牛

車

会

-
L撃
襲

撃

制

緩

鱗

饗

U

警
引
い
て
も
前
に
雪
一
つ
と
な

と

、

主

主

主

主

張

で

瞥

い

の

も

の

が

行

錯

す

も

と

も

に

す

る

こ

を

で

、

警

上

京

語

〈

む

な

海

F
j議
議

議

襲

撃

す

い

む

だ

た

も

白

日

ト

レ

た

。

と

〉

ぎ

に

壊

す

る

ほ

ど

多

い

審

物

む

な

ん

許

ム

L
J
j
¥議
議

離

鱗

離

な

哲

主

主

歩

警

か

か

っ

た

堅
手
(
ね
)
の
年
で
鼠
(
ね
牛
の
料
引
を
か
け
て
震
を
玲
る
と
な
霊
的
多
主
主
主
一
〉
、
験
炉
議
警
暴

E
g
j夢
十

議

議

灘

鱗

議

む

の

喜

が

「

ど

宮

内

b
L炉
手
伝

芝
)
白
雲
あ
れ
己
れ
と
書
い
た
を
あ
き
諮
問
つ
こ
と
)
雪
量
〈
大
き
な
震
で
し

D
T
i
j
d議離
ム

っ

て

与

tょ
う
」
と
=
一
日
警

が、

ζ
と
じ
は
、
牛
に
ち
な
ん
だ
議
会
山
一
角
在
蜂
(
は
き
が

F
ず

に

つ

い

て

い

る

よ

り

も

小

さ

な

戸

出

体

総

鰯

議

畿

機

瀦

機

関

開

成

磯

か

け

、

一

円

余

r
p
嘉
納
を
受
け
と
っ

(
乙
と
わ
ざ
)
な
ど
を
、
に
こ
に
い
(
何
笠
宮
山
わ
れ
て
も
一
平
気
で
い
る
こ
で
そ
の
長
に
な
れ
と
い
う
と
と
。

ζ

轟
幾
鰐
織
鱗
綴
嬢
額
荻
び
て
牛
の
後
る
L
ま
わ
U
、
ポ
ジ
ポ
ン

ぷ
議
機
鯨
滋
滋
怒
綴
額
縁
出
と

く
つ
か
治
っ
て
み
た
い
と
お
も
5
。

と

)

れ

は

中

国

む

戦

国

時

代

に

議

の

人

議

欝

鋭

戦

磯

畿

の

る

と

ヰ

の

し

わ

を

と

た

γ
と
牛
は
む

牛
の
ま
雲

Z
F
Eし
返
事
(
喜
号
、
言
?
と
民
向
島
欝
鱗
機
磯
野

izb、号、シ

と

)

に

念

仏

と

判

じ

で

、

い

く

ら

説

会

-

…

倒

れ

た

罰

万

の

罪

が

勢

力

毒

て

主

撃

襲

警

警

護

、

波

多

」

と

再

を

か

付

る

と

今

ま

で

挺

ワ

T

牛
の
よ
叫
ん
れ
(
飢
え
長
い
ζ
と

)

か

せ

て

も

な

ん

雪

量

も

な

い

こ

の

雲

塁

手

か

ん

警

号

機

騒

欝

麓

議

機

三

(

て

ζ
)
で
も
動
か
な
か
っ
た
宗

牛
田
小
担

(Eた
ら
と
長
い
:
。
ヰ
の
経
文
j
も
同
じ
で
あ
る
)
と
と
を
攻
め
た
e

そ

と

で

綜

一

祭

器

襲

警

護

議

機

畿

月

り

や

お

ら

歩

み

は

じ

め

た

と

ヤ

フ

乙

?

と

F

機
幾
畿
綴
綴
織
機
織
機
務
総
繍
織
麟

1
自
』
だ
。
駒
事
に
は
コ
Y
と
い
う
も
の
が

(
鵜
欝
緩
額
縁
談
畿
幾
線
機
幾
鰯
轍
あ
る
。
そ
れ
は
岳
年
に
わ
た
る
経
験

さ
い
留
で
辛
て
白
先
頭
に
立
つ
べ
き
い
や
い
や
な
が
ら
人
と
仔
を
と
も
に
や
技
椅
宇
怠
本
出
さ
れ
た
真
理
で

だ
と
い
っ
て
、
曙
た
つ
を
え
る
ζ
と
す
る
ζ

と
e
ζ

れ
は
「
志
向
制
覇
諺
」
あ
vh?
と
忌
む
た
。

の
不
到
し
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
@
乙
怠
ん
ち
ょ
う
り
げ
ん
)
に
宍
}
か
わ
?
と
寄
託
ζ
の
筆
か
ら
、
さ
つ

れ
が
、
い
わ
喧
る
品
目
縦
お
っ
し
ょ
し
信
機
器
光
寺
近
辺
に
七
寸
に
あ
ま
ふ
と
廷
の
を
(
適
合
に
き
め
た
の

う
〉
由
設
で
、
乙
わ
勺
L
対
し
て
六
同
国
る
媛
寸
つ
は
)
あ
り
し
が
、
隣
家
り
で
あ
る
。
早
い
も
の
で
侶
十
五
年
は

を
誌
に
褒
と
連
合
し
ぶ
つ
よ
し
ず
む
牛
政
れ
て
感
(
さ
ら
)
し
お
け
る
布

E
の
歳
月
が
統
れ
て
し
ま
っ
た
，

が
、
輯
の
間
取
犠
の
鴫
立
た
逗
衡
(
れ
を
角
に
引
き
か
け
て
善
光
寺
に
か
け
わ
た
く
し
の
和
歌
は
も
む
に
な
ら

ん
こ
う
〉
の
泊
闘
で
あ
る
)
と
み
T
荘
、
持
追
い
出
さ
、
は
じ
め
ず
、
数
年
な
字

L
で
や
め
て
し
ま

草
木
五
限
る
牛
一
ニ
ワ
ど
吉
(
真
夜
て
議
拐
な
る

ιと
を
知
D
、
た
び
た
っ
た
が
、
雅
号
戸
げ
な
今
だ
K
Cれ

中
む
乙
と
.
ζ
れ
は
午
前
山
一
時
な
る
ぴ
4

世間
F
u
r
A世
叫
止
を
蔽
え
一
幻
九

ζ
れ
を
名
乗
っ
て
い
る
.

に
神
社
に
索
開
国

G
C
K
B品
川
を
牛
に
日
引
か
れ
て
慧
山
寺
害
b

t

h

v

(

昭
和
侶
八
@
で
一
一
一
v

(20) 
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一. 

〈

v
m
U民
若
山
鴨
川
問
事
文
を
す
す
め
て
い
る
都
市
開
発
部
開
発
認
は
、
こ
白
ほ
ど
、
町
思
表
一
寸
前
帯
議
会
白
色
隔
を
八
V

O

得
て
、
本
年
十
月
一
百
合
期
し
て
、
と
ぴ
諮
や
と
び
地
て
ん
げ
設
の
混
乱
が
ひ
ど
い
出
獄
・
南
民
地
区
に
新
住

Q

Q
居
費
一
訴
を
実
施
す
る
と
発
表
レ
ぢ
新
町
名
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
葉
名
指
ゑ
非
凡
大
字
・
小
山
寸
な
ど
、

9

0
腎

お

に

出

品

あ

る

知

名

を

広

〈

践

し

て

い

る

。

。

都
市
開
務
部
開
発
扇
舟
で
は
、
中
原
@
通
称
名
な
ど
馬
史
ト
由
絡
あ
る
ま
た
、
実
施
段
踊
は
当
初
の

臼
を
変
府
民
、
十
月
一
白
に

v-らつか

言号Z::22読書言民選2742呂
高議案語)< f雲J裏童話露呈空な竺霊完g官

主iiixQ;i;iiti毎日rzi
需型 住宅高支持控齢i鰻 Ei

除

iEld-函扇おお;忘れiiiT22
融問国土j 糾う三十中ら !た金て に告六八年で設

rs-へ列 1男空よ主主~~1: o ，~~~守〉念、し~ ~ f空&?;~

ぷ22352 223警?詰52;t警告持i
22税ょ に:で日文子、 るを式典るトI"lの 合

二室長 ミて福言語基民 警害五ち を音式事 告

「
現
代
の
青
少
年
は
、
せ
つ
な
的
と
の
辺
に
向
学
生
白
か
か
え
る
、
人
間
同
士
宮
』
帯
感
が
背
成
主
で

τfの
解
決
簡
に
京
つ
て
は
、
常
に
中
学
生
の
討
は
ま
で
あ
る
。
悶

草
譲
渡
が
き
、
福
癒
率
か
ぎ
っ
子
論
の
震
が
あ
U
H
f
r長
い
く
も
の
ど
雪
る
。
オ
ト
ナ
主
に
港
支
が
ち
で
あ
る
白
票
ど
つ
い
う
生
霊
を
も
て
い
か

震
が
強
い

J
と

季

年

白

書

思
T

え
る
。
し
か
し
践
念
な
乙
と
に
、
を
ち
「
撃
を
建
て
る
ま
も
い
ト
」
「
車
か
を
時
一
げ
の
う
ち
に
じ
っ
と
号
白

い
主
主
、
「
彼
ら
は
、
若
々
し
撃
・
夫
婦
と
い
う
掛
も
素
朴
で
は
胸
義
っ
て
ζ
れ
喜
宏
で
き
る
が

:
i
」
な
ど
オ
ト
ナ
に
と
っ
て
の
て
、
お
巾
で
古
寺
b
し
て
ト

さ
や
た
く
ま
じ
き
を
失
っ
て
常
に
債
基
瓦
的
な
人
間
関
係
の
中
で
、
私
た
自
信
が
な
い
。
あ
ま
り
に
も
物
質
中
都
合
室
一
一
岩
田
的
に
ほ
手
供
に
納
得
さ
る
に
ち
が
い
な
い
。

ど
う
し
士
ら

az--8

ち
は
毎
日
を
生
き
て
い
る
は
す
て
あ
心
に
生
析
が
嵐
関
じ
て
い
る
現
代
む
せ
た
レ
ど
鼠
っ
て
い
る
n

よ
b
多
く
の
す
〈
な
ぐ
と
も
生
き
る
と
い
う
と

¥

g

d

F

g

'

E
島

L
h
F
f
i
j

場

9101:i

と
日
」
必
死
に
と
り
組
ん
で
い
る
ま

盤転叫

h
F
芋
主

9
3ま
れ

諸

説

腕

ナ

(

両

親

)

た

ち

む

真

剣

な

護

F
d料和
喜

兵

一

2
6
j
p智
子

議

仁

子

供

た

ち

の

心

の

居

間

語

、

住

ヮ
ー
'
接
N

L

;

i

b

p

h

E

き
る
こ
と
を
雪
、
語
む
き
び
し

村

嘉

門

噛

肉

離

競

と

予

の

建

問

静

観

が

よ

認

の

教

え

そ

つ

け

て

い

足

ち

が

い

な

い

ず円、

U
輔

1
4
5

守

一

一

一

;

そ

し

て

、

そ

ζ
に
は
断
ち
き
る
事
の

E

る
。
精
神
的
に
+
も
物
質
的
に
も
乙
四
世
箱
の
巾
で
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
駒
享
に
入
れ
よ

2
Eに
あ
え
で
き
い
、
人
同
盟
の
書
感
が

観
的
、
滋
遊
的
傾
向
に
建
っ
て
い
る
人
間
隔
偶
の
中
で
は
、
互
に
止
し
あ
か
ら
で
品
弓
か
ぎ
っ
子
を
作
っ
た
い
で
い
る
万
ト
ナ
の
む
セ
れ
ら
の
削
抗
わ
れ
て
い
く
の
に
ち
が
い
な
い
の

僚
bhp
そ
ん
な
青
少
年
に
追
い
や
っ
え
る
と
い
う
連
帯
日
が

4
3さ
つ
て
の
も
、
か
ぎ
っ
子
と
い
う
こ
正
ば
を
に
さ
ら
け
出
し
て
い
る
心
配
は
な
い
で
め
る
。

た
寄
任
は
、
軍
件
、
彼
ら
に
与
え
ず
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
は
お
問
し
F々
り
も
仁
た
ち
オ
ト
ナ
な
必
だ
る
p
h
v
o
m
間〈
ζ
と
そ
の
も
の
り
つ
ま
り
と
れ
が
判
τ
U

の
政
Y
砕
い
な

ぎ
て
い
る
オ
ト
ナ
に
あ
る
の
で
は
a

は
ず
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
5
で
品
品
。
そ
れ
で
い
て
故
山
中
の
白
大
切
守
口
弘
わ
か
る
。
で
は
何
の
た
め
る
と
思
τ

つ
の
で
あ
匂

i
a
」
と
東
京
新
閣
の
洗
盤
中
欄
は
絡
の
で
あ
る
。

ζ
の
連
帯
感
が
さ
ち
に
は
か
ぎ
っ
子
に
冷
た
い
。
さ
ら
に
か
に
読
め
ょ
っ
と
す
一
る
む
か
。
一
考
を
中
学
校
教
資
酎
究
会
主
拡
叫
町
議
部
A

白

ん
で
い
る
9

も
5
}
段
大
き
な
も
白
と
な
っ
て
、
ぎ
つ
子
に
鱗
見
壱
え
一
も
持
ワ
@
そ
し
安
ず
る
点
で
は
あ
る
ま
い
か
e

部

長

八

回

静

鴎

，，(第20函〉

しも

令ヲロザラ10.

婦人の主張/ま昔話費/芸芸能努表〈乙女文楽@コー

ラス@渓裁など多移〉

i語
爆とき.，.，48年1月初日日24日

露覇会場…志賀高原スキー綴

霊童会費…1人吉，50白河
〈宿泊、議書雪、 Eど主室、保険
会む〉

襲警申込山申込用紙に記入、会費壱そ

えてm体湾豊富か市内スポー
ツ胞へ

案書量



事
J
J

口
学
工
『
回
i

パ
ヴ
比
一
引
い
山
内
守
?
と
じ
て
知
ら
れ
る
一
品
・
軸
(
幻
ょ
く
M
Y
フ
)
欣
融
(
か
い
ゅ
う
)
の
附
お
げ
ヤ

悼
会
議
内
で
、
と
の
ほ
P
呉
羽
謂
査
が
わ
な
れ
れ
だ
苑
…
布
日
瓦
、
士
的
諮
(
は
じ
き
)
の
向
(
っ
き
)
白
山
列
形

拙
作
業
は
平
塚
市
文
化
財
保
設
香
民
白
内
野
一
郎
さ
ん
…
ロ
師
、
須
政
務
(
す
え
さ
)
な
ど
の
土
お
打
、
や
じ
り
、

(
横
浜
誕
相
高
校
惨
さ
を
問
妄
仁
、
学
生
の
鼻
、
体
み
司
宋
鶴
、
す
ず
り
な
ど
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
発
見
吉
れ
た
a
百
酬

を
利
用
し
て
武
相
高
校
や
小
田
震
域
内
高
校
、
東
海
大
…
査
に
よ
っ
て
畔
等
は
衣
良
、
平
安
肋
岱
L
栄
え
た
格
式

事
、
留
学
院
大
学
由
学
牛
等
二
十
人
に
よ
っ
て
十
二
月
一
の
高
い
お
寺
だ
と
綾
認
ぎ
れ
た
。
臼
野
先
生
は
議
査
を

手
一
管
室
吋
な
わ
れ
た
。
議
事
窓
生
さ
ん
…
終
わ
っ
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
文
化
拘
議
案
事

色
在
日
な
ス
コ
ッ
プ
の
手
に
よ
っ
之
娼
白
起
こ
さ
れ
緑
一
に
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
て
お
ら
れ
た
。

A 

県
立
平
塚
青
少

年
金
額
で
は
、
本

年
も
次
の
行
事
を

計
百
閥
、
小
・
中
学

生
、
一
般
常
少
斗

か

ら

十

一

一

臨

ま

で

骨

広

く

札

制

静

的

ナ

み

す

。

銀

山

人

)

加
点
ザ
」
呼
び
か
け
て
い
る
。
各
局
し
も
ヤ
高
少
卑
景
品
F品
開
問
・

2
月

m
a
v柔
道
初
、
小
者
教
恥
骨
1
1月
ロ
臼
3

の
へ
む
容
却
を
議
室
一
ず
み
/
心
人
は
漁
接
〈
木
)
随
時
部
分

i
m時
部
分
「
陶

3
月
初
古
島
辺
京
・
金
曜
日
川
時
5げ

、
烹
託
金
一
餌
へ
閉
ん
込
を
(
電
器
の
勉
作
」

H
H青
少
年
一
般
一
一
子
時
(
小
勿
中
学
生
ぬ
る
/
話
時
5

刊
で
七
O
ご
ろ
マ
転
入
幅
広
Y
年

交

人

@

日

目

時

釜

山

y年
一
般
市
山
A
O

5 



用

意

い

で

一

本

田

だ

れ

主

主

五

山

?

な

さ

ん

門

V
ス一
T
Vオ
コ
y
+
J
I
ト

聖
母
ウ
て
い
ま
す
e

級
審
鰭

3蹴
樹
木

1
ん

〈

土

)

3
時
「
ト
ム

借
り
て
帰
D
た
い
子
は
、
登
録
じ
て
マ
ス
テ
レ
オ
コ
Y
ず
}
4
P
1
月
初
日
ズ
」

か
ら
、
う
ぐ
い
す
色
白
沼
市
捧
f

一
を
(
ム
ウ

3
時
認
識
名
曲
察
」
マ
ス
テ
レ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

4
杖
も
ら
い
占
芋
レ
ょ
う
0
1
人
で
4
さ
門
〉
間
同
会

1
月
れ
尽
(
日
〉
2
一
時
(
土
)

3
持
「
オ
孔

つ
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
。
伊
え
の
名
作
シ
リ
J
l
ズ

(4)

「一ヤ日一」

中
学
長
以
下
の
乙
ど
舟
は
、
京
れ
却
す
ュ
ー
ポ
一
フ
の
あ
る
舵
」
吉
永
小
高
合
マ
映
郎
会
2
月
お
日
(
臼
)

る

と

き

に

は

、

保

謀

者

の

サ

イ

ン

が

必

ナ

血

「

日

本

人

C
Cに
あ
り
」

要
で
す
。
乙
主
志
室
町
-
本
ば
か
D
で
な
マ
と
と
も
ス
テ
レ
オ
コ
Y
サ
i
ト

1

、
合
マ
毎
趨
湾
曜
日

間
る
く
、
同
じ
利
用
券
で
一
2
際
貸
出
笠
の
本
月
幻
日
(
土
)

3
時
「
た
の
し
い

a

体
鰐
尽

マ
月
末
体
抽
出
百
-

h
v
と
ど
も
借

E
bを
苧
。
刺
市
間
帯
は
3
年
鶴
襲
翼
」

ま
ん
が
、
ど
フ
脊
効
で
す
の
で
大
切
に
つ
か
っ
ず
〉
¥
だ
マ
ζ

よ
も
映
魁
品

2
月
4
岳
(
日
〉
町
出
日
一
水
〕

2
月
砧
加
古
示
γ

ヤ
祝
日
休
館
臼

'
Z汚
u
g
〔白〉

嘉

辞

典

苦

?

と

さ

ん

の

本

を

さ

い

。

午

前

玲

時

と

午

後

2
時
の
2
宅
寂

シ幅

事

中
山
駒
都
内
主
的
変
裁
に
可

Y
Tず
る
締
だ
と
こ
百
一
ム
ハ
十
悶
万
円
@

ょ
っ
、
悪
質
索
引
き
守
友

l
i
t
s
-
z
-

山
母
子
年
金
問

τ〆、る
fu、
ま
た
、
今
後
も
世
替
が

保
険
年
金
量
、
今
月
十
T

五
日
に
+
襲
撃
震
だ
霊
室
手
続
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
保
険
制
は
一
昨
聞
で
六
千
言
?

成
人
式
し
童
文
幸
い
し
市
民
自
主
各
警
縁
組
合
言
究
し
て
い
な
:
;
、
J
怒
る
保
険
受
け
取
る
年
喜
一
年
間
な
ら
十
万

さ
ん
に
、
人
生
田
内
出
で
す
、
震
い
農
林
漁
警
従
事
者
、
京
幸
一
池
唯
一
洋
一
位j
u

喜
一
ま
八
百
円
、
十
蓄
な
ら
喜
八
呂

年
金
に
加
入
主
む
よ

2辱
ぴ
か
や
自
由
業
な
ど
の
自
筆
者
の
人
た
年
で
士
会
主
平
向
日
喝
行
る
年
金
で
あ
る
。

け

て

い

る

。

ち

は

必

ず

加

λ
し
な
け
れ
ば
な
お
な
む
績
は
一
年
間
岡
市
ほ
九
万
六
平
向
、
〈
注
〉
嫁
管
年
金
明
母
子
年
金
は
需

ご

+

歳

に

な

る

低

限

度

一

年

間

環

ド持政
H

持
品
に
田
路
島
年
金
を
持
詩

前
田
扱
い
が
受
M
U

②
国
民
単
金
制
度

名

祭

器

札

社

会

人

自

分

冊

年

金

時

権

制

を

自

分

で

守

る

は

闘

と

函

民

一

人

E
て

畏

社

舎

に

一

人

が

契

約

す

る

ス
h
F
I
ト
す
る
。
乙
由
ス
主
1
ト
に
い
制
度
に
な
っ
て
い
る
@
+
配
由
問
主
伊
九
十

8
H限
、
一
一
十
年
乙
と
に
な
る
由
で
A
白
骨
の
却
金
の

あ
た
っ
て
は
、
成
人
宇
U
て
の
揖
利
①
菌
民
拝
金
は
、
閣
の
一
年
会
制
度
で
間
受
日
U
腕
け
る
よ
者
九
十
一
一
一
片
的
で
権
制
を
自
分
で
噌
る
た
め
に
、
自
主

を
品
開
る
と
同
時
尺
社
会
的
な
議
務
あ
久
す
ぐ
れ
た
校
総
で
あ
る
。
あ
あ
る
@
一
串
資
自
士
説
付
が
原
郊
は
な
っ
て

も
い
ろ
い
ろ
一
課
主
る

J

な
嘉
納
め
る
草
月
宣
言
竺
配
布
一
副
納
め
る
豪
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
を
つ
か

国
望
書
竿
「
国
認
す
べ
て
向
田
半
績
を
盈
カ

5
3ほ
古

一

;
j
:
"
棋
は
一
年
調
〈
の
間
関
白
黒
警
ヨ
け
て
〈
だ
さ
い

に
年
金
き
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
事
務
績
も
盛
瞳
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
で
六
支
出
自
月
日
受
け
る
年
金
目
敏
加
入
申
し
込
み
は
市
長
部
保
険
年

ち
と
化
、
諾
一
一
一
+
患
に
重
し
る
。
ま
宍
思
襲
霊
自
給
対
は
八
は
一
年
間
で
は
十
三
五
年
一
肉
、
十
金
謀
へ
(
電
子
一
七
C
C肉
離
ニ

た
守
譲
宅
、
一
一
一
本
桝
宅
六
事
圭
宮
、
そ
の
績
は
生
震
構
年
聖
書
一
一
一
十
}
芳
向
、
二
十
年
一
一
一
一
口
窓
口
⑦
番
.



車場

'" 2日目須賀公民館花:水公民館
砂 22臼 神田公民連官滋金自公民鰭

~ 23日 中原公民波宮
'" 24臼 平塚市民約罰百
覇ぐ3溜め3
4月 3日旭公民館器中央農協主

iR支所

'"日鴇翠E日公民館捺岡崎公
問宮糊協公民館

'" 5白 金自公民館平品安保健所
講堂

ク告白 大聖子公民鐙松原公民館

.t 98 円幡公民主宮横内湿地策
出場

t 10fヨ 須資公民館花ガく公民会宮
t 12日抽出公民告書棋会招公民

館

中原公民館

平揮市5'J古市電

静休診の急占豊壱敬うた陸、早塚

市自宅師会Ia:曹路道組を境にさ苫代診捜

部持参巷閉し合わせている。

観悼多彩品目陣日Ia:南棋の医院

輯世宮博多f4田綾田Ia:ゴヒ担[JO)医院が

? 

v 

泊
だ

古代宮町15蓄2C号 C有〉松田電気
勤務の松田憲政さんと菱弘子さんの

長女、 11か月・身長72~. 拡重キ訟

の人見知Dしない摂ちゃん。手を〈

3っくりまわず QかいぐDかいく司、
や可愛いい主義にしわよせてのもいい

顔、が大変f手。二階へはいず!J昇

るので、げがでもしたらとC両親は

はらはらとか。 yてパは地5'e，.'ママは

E察官毛市出身。泉ちゃんのお誕生容
は47年 2刃3白。

纏封書夜'主主宰白日に満3か月以上の
乳幼見 (48年 4月入学予定問はλ
学棒、学校で受ける〉

覇時間・ 131J，i'30分~15'時ただし帯
日日の金i却ま14ふf~15時までe
翻療事軍Eヨ
1 J'l16臼 器技島公民童宮古?金問会

民館

.. 1713 抱小学校掛吉沢公民館

.. 2013 横内白地主宅金場

.. 2313 富こと見公民館

.. 24臼 才志水公民館

.. 27臼 !日四之宮公民昔詰
? 30日大野公史館
? 31臼須賀公民館松原公民館
2月 3臼八嬬公民館
.. 6日 平塚市民セジ主-
.. 7白神田公民館
.. 13日 中庭初、学校
". 14白平塚市民訊t老
舗判定自

1月18日器技包公民館掛金田公
民館

.. 19日

.. 22日

.. 2513 富士見公民館
ダ 26毘花水公民館
.. 2913 I日間てど公~:ffG

E!月 1臼 大野公民主宮
，. 2自 主旨夜公民館 F:!l京公民鐙
'" 5臼八幡公民館
" 8日平塚市民Eン点}
多少告白 神間公民貧富

'" 15日中[l!(ノ'J"¥ザ校
'" 16日平塚市民判読

な
お
、
平
均
蝋
市
夜
読
会
白
磁
万
に
よ

同」杭妨山川出
A
Aに
あ
な
た
も
語
念
議
守
悼
輯
尽
e

一
ニ
月
寸
八
日
(
臼
)

帽
に
品
加
し
ま
せ
ん
か
と
、
市
鰐
光
な
お
、
輔
自
軒
目
の
静
一
加
者
に
は
記

協
会
↑
嘉
明
い
カ
ッ
プ
ル
に
呼
び
か
U
念
花
木
を
日
開
星
。

て

い

る

。

マ

患

訪

問

問

・

五

百

円

ιれ
は
、
平
域
主
緑
mu
示

、

マ

甲

L
込
T
4

・
ι白
書
L
C
一
賛
同

う
る
お
い
の
号
室
ち
じ
し
、
自
然
の
か
た
は
、
開
封
白
雲
鐙
欝
誌

を
ま
み
が
え
ら
せ
る
運
動
的
一
環
と
申
L
込
み
曹
に
よ
り
、
参
加
費
宇
長

じ
て
仔
な
っ
て
い
る
も
の
で
、

ζ
と
え
て
閉
し
込
ん
で
一
く
だ
さ
い
。
(
容

し

で

一

一

間

的

。

加

費

は

甲

L
込
本
書
に
蜘
甲
山
此
し
て
あ

い
ま
ま
で
に
、
六
百
五
十
組
の
カ
る
金
融
機
箆
へ
払
い
、
4
4を
e

)

ッ
プ
ん
が
、
記
品
市
鴨
樹
UL事
加
し
て
〈
わ
し
い
こ
と
は
平
成
市
観
光
協

い

る

。

金

へ

(

浅

間

前

九

3
一
管
沼
・
一
七

マ
一
場
所
e

期

間

甫

平

円

円

減

額

m
尚一一一口口

マ
+
羽
詰
@
合
同
植
樹
(
務

田明をご利用ください

市民センターは校長壁な式と豊富棄で内輯

晶る妓霊童書室主壬たてまえとしています。挙

式鰐掛から披露盤轄アきたで2時間部分で
すべて鰐?いたします@

!?ifii!?;;2122iz!??民話15
ド坊主室長4322主主同容EZE言22
ii;可素人戦麟鴻鵠iiiiiii
i;間二二:ぷ孟 ??ihii盤レ
52ぎ ミミE府主宰J ミ霊5u:左足。言要員5
N22重量警戸ド挙会SSZτ?号室長選
M zbZ吾霊551毒事dE5?議長

1 



万一
と
し
た
場
合
に
は
、
大
火
災
一
が
続
き

る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
と
し
は
、

ζ
ま

っ

FP国
険
な

潮
崎
抱
一
方
法
が
規
制
さ
れ
た
か
ど
フ
か

確
か
め
て
い
な
い
が
、
も
し
、
ま
だ

だ
と
し
た
ら
、
間
同
ら
か
む
対
競
歩
議

巴
て
ほ
し
い
。
醐
盟
国
e

小
勝
勝
、
氏

:
j
石
油
類
童
て
譲

三
望
日
す
る
場
合
に
は
、
情
紡

法
に
よ
D
、
石
棺
類
を
収
納
す
る
容

器
お
よ

C
セ
白
槙
議
方
絵
、
さ
ら
に

消
火
設
構
む
設
整
議
宇
部
め
九
四
色

物
と
の
説
容
の
畿
北
な
P
梁
糧
食
訪

止
す
る
rた

め

の

運

搬

の

鑑

準

が

決

め

建

設

す

る

と

い

う

ζ

と
刊
は
し
た
が
払
大
島
き
前
進
し
た
わ
け
で
、
京
市
と

ら

れ

で

い

ま

す

。

い

下

げ

の

呉

致

時

期

、

え

そ

り

後

Lて
は
昭
和
矧
十
八
年
度
内
に
払
い

消
紛
本
部
に
お
い
て
も
ス
3
yド
の

建

議

計

討

を

史

子

ね

す

る

。

下

ぽ

を

受

け

る

べ

く

蛇

認

務

力

を

し

の

拍

関

係

議

、

燃

科

臨

時

業

者

に

対

し

間

同

輯

ム

瞥

商

事

と

子

氏

て

い

〈

方

針

で

す

。

と

の

選

翻

の

革

応

軍

広

も

と

ず

い

て

嘩

も

間

半

開

閉

跡

地

白

払

い

識

変

の

建

設

計

酒

と

し

亡

一

は

福

祉

搬
す
る
よ
っ
指
立
し
い
主
主
偶
者
に
指
返
し
ま
す
。
(
消
防
本
部
長
警
一
-
下
げ
に
つ
い
て
は
示
室
、
主
童
館
、
勤
労
会
館
な

乙
れ
か
ら
品
嬰
期
を
通
ズ
て
事
搬
憲
懇
品
開
輔
自
由
大
時
蔵
省
と
白
折
衝
な
綴
げ
て
き
ま
ど
を
年
次
世
只
沿
っ
て
皆
殺
し
、
絵
画

の
場
加
と
夜
通
事
情
の
懇
侶
に
と
も

X

X

し
た
が
、
過
討
、
ょ
っ
ゃ
く
車
市
の
積
約
六
千
平
方
し
討
の
総
合
器
市
セ
ン

な

っ

て

交

議

事

故

じ

よ

ゐ

深

層

の

発

地

を

市

J
Y
L

払
い
計
開
が
訳
め
ら
れ
詳
U

ゃん
i

h

m

l

と
す
る
構
想
て
す
。

福
祉
会
館
在

euた
が
っ
て
用
地
必
払
い
ト
げ
は
(
企
醤
部
企
密
課
)

f漆搬の援護審J;こよりお導します

市
教
誉
神
殺

grLな
っ
て
え
主
も
を
開
削
し

た
D
、
正
し
い
ζ
と
ば
を
い
わ
せ

研
究
所

道
に
防
#
レ
た
り
す
る
ζ

子
ど
も
も
、
一
一
一

i
問
ヴ
イ
に
な
っ
と
は
、
や
は
り
、

ζ
と
ば
の
た
め

て
yく
る
と
与
q
dゐ
港
建
が
め
ざ
ま
ら
い
も
そ
起
こ
す
よ
之
叫
弱
お
を
子

し
い
も
の
に
な
っ
て
さ
ら
ま
す
。
一

P記
に
か
け
る
に
と
に
な
白
、
感

オ
同
は
「
ブ
]
プ
」
ゃ
、
「
マ
ン
栴
環
と
な
り
ま
す
。

マ
」
な
ど
訴
訟
あ
る
か
な
い
か
で
も
し
、
子
ど
も
が
自
分
り
総
力

あ
っ
立
あ
の
が
二
一
才
で
一
一
…
円
語
以
」
む
こ
P
ば
に
つ
ま
ず
い
て
い

近
く
に
ふ
え
、
一
一
一
才
に
な
る
と
そ
る
よ
っ
な
ち
、
親
は
子
ど
も
に
対

の
一
一
帯
、
約
九
ぬ
も
の
訪
ら
、

E
Lヘ
長
い
痕
縦
な
文
章
は
さ
け

も
つ
よ
r
つ
に
な
る
、
と
?
て
、
短
い
こ
と
ほ
と
居
間

い
わ
れ
ま
す
。
僚
ら
は
~
必
務
観
劇
綴
離
帯

γ
葉
町
嵐
を
用
い
て
子
ど

こ
の
治
か
b
ζ
と
ば
ー
だ
終
務
畿
管

b
に
も
わ
か
る
ト
や
つ
な

と
い
う
も
の
を
信
号
鱗
議
@
後
綴
関
山
w
mん
た
ん
な
ζ

と
涯
を

手
段
と
し
工
使
い
は
じ
轍
麟
削
除
鳴
謝
静
岡
用
い
る
よ
主
に
し
ま

め
、
自
分
の
感
じ
4
fと
緩
綴
綴
務
議
機
概
略
す
。
(
側
、
ち
ょ
っ
と

と
が
拍
手
に
な
る
べ
く
:
ー
!
お
鳳
革
ま
で
行
っ
て

う
ま
く
伝
え
よ
う
と
L
ま
す
。
ま
汚
れ
た
ポ
オ
ん
や
手
ぬ
ぐ
い
な
ん

た
、
両
親
等
の
お
と
な
八
日
露
を
さ
か
も
っ
て
き
て
4
お
風
潟
婚
に
行

い
て
は
、
そ
の
口
識
を
模
倣
「
弓
っ
て
、
タ
オ
ル
モ
J

も
っ
て
き
て
ち

そ
れ
を
持
L
つ
MU4フ
ιし
ま
す
よ
う
だ
い
)

し
か
し
そ
ん
な
と
き
、

ζ
と
ば
ま
た
、
殺
や
淘
留
の
み
プ
ヨ
は
子
ど

を
r

つ
き
が
乙
な
芸
ヘ
何
も
に
対
し
て
ゆ
っ
た
と
高
度

療
も
同
じ
乙
と
ば
を
〈
b
返
し
た
で
接
し
、
務
ち
つ
い
て
き
え

γ
£

り
、
つ
つ
か
え
た
D
、
た
め
ら
っ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
せ
ら
な

た
り
し
ま
す
。
〈
て
も
よ
い
こ
と
そ
時
却
を
も
っ
て

と
の
よ
っ
な
に
と
は
、
一
般
に
示
し
て
あ
げ
ま
す
。
「
さ
あ
潜
ち

よ
く
み
ら
れ
る
こ
と
で
す
が
、
そ
つ
い
て
」
と
か
「
ゆ
っ
く
D
い
つ

の
時
の
扱
い
よ
フ
に
よ
ー
っ
て
は
、
て
と
ら
ん
な
さ
い
」
な
ど
と
い
う

子
ど
も
は
ど
も
る
こ
と
を
尋
に
つ

C
と
ば
は
、
か
え
っ
て
ど
も
っ
た

け

て

し

ま

主

主

主

と

い

う

こ

と

を

平

E
ち
か
強
〈
窓

例
え
ば
、
親
や
周
開
聞
の
者
が
、
訴
し
、
閣
制
療
療
に
な
り
ま
す
@

語

鳳

瑠

傷

職

場

令
所
得
税
措
惜
定
感
品
質
{
君
間
対
路
門
口

3
3汚
お
お
}
の
時
吋
織
を

中

心

に

AA
路
上
向
吋
中
執
?
は
税
務
担
唱
の
繁
忙
黙
と
な
り
ま
す
。

仙
納
税
一
総
務
が
弘
婆
な
方
滋
和
田
ザ
め
に
・

5
2

と

く

に

3
同
月
中
山
同
開
門
間
交
付
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。


	マルチPDF 1
	マルチPDF 2
	マルチPDF 3
	マルチPDF 4
	マルチPDF 5
	マルチPDF 6
	マルチPDF 7
	マルチPDF 8

